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自己資本比率は、金融機関の健全性を示す指標であります。
当金庫の自己資本比率は、国内基準の４％を大きく上回る水準
となっており、健全で強固な経営体力を有しております。

平成30年度上期の業績は、税引後利益で 1億7千1百万円 を計上いたしました。

業務純益 経常利益 当期純利益

収益の状況

地域行事への参加

自己資本の構成に関する事項

（単位：百万円）

単体自己資本比率

平成30年9月末の自己資本比率は です。36.79％ 

自己資本額

自己資本比率の推移

（単位：百万円）
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20,172コア資本に係る基礎項目の額

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額 A

信用リスク・アセットの額の合計額　　　　　　　　　 Ｃ

オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8％で除して得た額 Ｄ

コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金合計額 B

Ａ+Ｂ　（イ）

コア資本に係る調整項目 （ロ）
リスク・アセット等の額の合計額 Ｃ+Ｄ　（ニ）

自己資本比率（ハ）/（ニ） 

項　　目 平成30年３月 平成30年９月

気仙沼みなとまつり
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預金残高の推移

平成30年9月末貸出金業種別構成比

貸出金の業種別内訳

預金残高は、東日本大震災の復興に伴う流出により対前年同月比よりや
や減少しております。    
貸出金残高は、積極的な推進を行い対前年同月比を上回っております。 
   

預金・貸出金・預け金・有価証券の状況

（単位：百万円）
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業 種 区 分

（注）業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載
しております。

貸出金残高の推移
（単位：百万円）
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預け金の推移
（単位：百万円）
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有価証券の推移
（単位：百万円）
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有価証券の時価状況

金融再生法開示債権及び同債権に対する状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円、％）

（注）左記の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施
行規則」第４条の規定により分類しており、集計方法については平成
30年4月から９月末までに倒産、不渡り等の客観的な事実ならびに業
況悪化等による債務者区分の引下げ等があった債務者について、当金
庫の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行い集計して
おります。
１．「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」とは、会社更生、破産、
再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権
及びこれに準ずる債権（以下、破産更正債権等という）です。

２．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、
財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及
び利息の受取ができない可能性の高い債権です。

３．「要管理債権」とは、要注意先債務者に対する債権のうち、「３ヶ
月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権です。

４．「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない
債権であり、「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債
権」、「要管理債権」以外の債権です。

※開示しております計数は、すべて単位未満を切り捨てて記載しております。

金融再生法ベースの債務者区分による不良債権額については、平成30年3月末と比べ、不良債権比率は0.12%減少しております。
この開示債権のうち、多くは担保、保証および貸倒引当金により保全されており、加えて自己資本も十分に備えております。
また、開示額は、財務上の問題からの債務者区分を基準としたもので、必ずしも全てが延滞や回収不能に陥っている訳ではありません。
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（注）1．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
　　　2．上記の「その他」は、外国証券です。
　　　3．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。
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トピックストピックス

平成30年上半期活動内容

当金庫では、お取引先皆様の意見を聞く機会と、異業種交流を図るため、店舗毎に懇談会を実施しております。

経営育成支援

旅行客の誘致

お取引先交流会

二条彪氏ビジネスセミナー 藤間秋男氏ビジネスセミナー

みんなの笑顔助成金贈呈 稚内・気仙沼経営者交流会



店舗一覧

〒988－0084　宮城県気仙沼市八日町二丁目4－10
TEL0226－22－6830　FAX0226－22－1493
ホームページ http://www.shinkin.co.jp/kshinkin/

　平成30年9月28日現在の営業状況は下記のとおりです。
　休止している店舗の復旧には今しばらく時間を要する見込みであり、皆さまにはご迷惑をおかけしており誠に申し訳ござい
ません。つきましては、お近くの店舗または仮店舗をご利用いただきますようお願い申し上げます。
【通常営業】
・本　　店　宮城県気仙沼市八日町二丁目4-10　　　　　　　TEL：0226（22）6830（代）
・鹿折支店　　　　〃　　　新浜町二丁目4-13　　　　　　　TEL：0226（22）6950（代）
・津谷支店　　　　〃　　　本吉町津谷新明戸190-1　　　　 TEL：0226（42）2666（代）
・志津川支店　宮城県本吉郡南三陸町志津川字磯の沢117-49　 TEL：0226（46）2619（代）
・駅前支店　宮城県気仙沼市古町一丁目2-10　　　　　　　　 TEL：0226（23）1020（代）
・南 支 店　　　　〃　　　田谷12-1　　　　　　　　 　　　TEL：0226（23）6330（代）
・松岩支店　　　　〃　　　松崎萱33-14　　　　　　　　　 TEL：0226（24）2700（代）
・盛 支 店　岩手県大船渡市盛町字内の目1-11　　　　　　　 TEL：0192（27）4131（代）
・東新城支店　宮城県気仙沼市東新城二丁目10-1　　　　　　　 TEL：0226（22）6731（代）
【休止中】
・内の脇支店　宮城県気仙沼市魚市場前2-1
・高田支店　岩手県陸前高田市高田町字馬場前45-10
・大船渡支店　   〃　大船渡市大船渡町字茶屋前1
　

【融資相談室のご案内】
次の店舗に融資相談室を開設しております。
・南支店２階特設ブース　宮城県気仙沼市田谷12-1　フリーダイヤル　TEL：0120-333-670
 （内の脇支店をご利用のお客様）
・盛支店２階特設ブース　岩手県大船渡市盛町字内の目1-11　TEL：0192-27-4131（代）
 （高田支店・大船渡支店をご利用のお客様）

【仮店舗、相談受付】
次の場所に仮店舗を設置し相談業務等を行っております。
・高田支店　　岩手県陸前高田市高田町字鳴石50-10　陸前高田商工会仮設内　TEL：0192（54）2139
　（火曜日の10時～15時、火曜日が休日の場合は翌営業日）
ご不明な点は、最寄りの店舗または本部総務部（0226-22-6831）までご連絡下さい。

【本店屋上から気仙沼内湾を望む】〈東日本大震災からの復興工事が現在も続いています。〉


